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なんてん銀河面COデータを用いた、銀河系中心部銀経正方向における磁気
浮上ループの探査
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福井らは銀河系中心部に高さ 300pcに達する巨大なループ状分子ガスを発見した（Science, 314, 106, 2006; 以下
ループ 1, 2）。ループ全体で特徴的な速度勾配と根元での広い線幅が 特徴で、その起源はMHD的な磁気浮上によ
るものと解釈される。これは長年の懸案であった銀河系中心部分子ガスの高い温度と大きな速度分散の起源を解決
する有力な説と評価される（例 M. Morris 2006 Science ibid.）。この磁気ループは銀河系中心部１ kpcの強い重力
場においては普遍的に起こることが町田らの数値計算によっても示されており、ループ１、２以外にも多数のルー
プが存在している可能性が高い。そこで今回、銀河系中心部でもガスの偏りが大きい銀経正方向における、ループ
の探査を実施した。銀経正方向には L=3度と 5.5度に、高さ 100pcを超える垂直に切り立った成分があることが知
られている。探査の結果、これらの成分を結んだ一様な速度勾配を持つ分子ガスが複数存在することを確認した。
これらは高さで 150pcほど盛り上がっているが、構成する分子ガスが、ループ全体と根元それぞれで高さ方向にも
100pc程度の大きな広がりを持つ点で異なっている。これらは銀河系中心部の強い重力場により、多量のガスが時
間をかけ沈み込んで行ったとすれば解釈することができ、このためにはループ形成からさらに 10の 5乗年以上の
時間を要する。また、ガスの速度分散も全体に強いことから、これらがさらに銀河系中心部に近い領域に位置する
ことが予想される。本講演では銀経正方向のガス分布の全体像を提示し、磁気浮上モデルによる解釈を議論する。


